
明
治
落
語
録
音
資
料
に
見
ら
れ
る

江
戸

・
東
京
語
音
声
に

つ
い
て

三

原

裕

子

特
定

の
時
期

・
地
域

の
言
語
生
活

を
知

る
た

め
に

は
、
該
当
す

る
時
期

の
言
語
生
活

を
反
映

し
た
文
献

資

料
か
ら
読

み
と
る
か
、
歌
舞
伎

や
能

の
よ
う
な
芸

能

関
係

の
伝
承
等

か
ら
推
定
し

て
い
く

以
外

に
、
今

の
と
こ
ろ
方
法
が

な

い
。

ど
ん
な

に
、
詳
細

に
当

時

の
姿
を
写

し
た
文
献

で

あ

っ
て
も
、
音
声

を
網
羅

的

に
表
記
す

る
こ
と
は
不

可
能

に
近
く
、
規
範
意
識

の
高

い
作

り
手

た
ち

で
あ

れ
ぽ

な
お
さ
ら
実
音

か
ら
は
離
れ

て
い
く
。

私
が

調

・
査

し
て

い
る

「
江
戸

・
東

京
方
言
」

に
し
て
も
、
江

戸
後

期

の
洒
落
本

や
咄
本

に

「
お
前
」

と
書

か
れ

て

い
る
も

の
が

「
オ
メ

エ
」

な

の
か

「
オ

マ
エ
」

な

の

か
は
、
表

記

の
陰

に
隠

れ
て
わ

か
ら
な

い
。
実

生
活

で
は

「
イ

ッ
チ

ャ
ア
」

と
言

っ
て
も
、
文
章

に
な
れ

ば

「
い

っ
て
は
」

と
写

さ
れ
る
場
合
が
多

か

っ
た
こ

と
も
推
測
さ
れ

る
。

こ

の
紗
が

か
か

っ
た
よ
う
な
幕
末

の
言
語
生
活

を

あ

る
程

度
知

る
手
掛

か
り
と
し

て
、
明
治

に
収
録

さ

れ

た

レ

コ
ー
ド
資
料
が
挙
げ

ら
れ
る
。

量
的

に
は
さ
程
多

く

は
な

い
が
、

「
当
該

期

の
音

声
」

を
音

声
と
し

て
聞

く
こ
と

の
で
き

る
資
料

と
し

て
有
効

で
あ

る
。

録
音
資

料
、
特

に
二
十
世

紀
初

頭

の
落
語

・
演

説

資
料

に
関
し

て
は
、
清

水
康
行

氏

に
多
く

の
論
考
が

一

あ

る
が

、
こ

こ
で
は
、
幕
末

生
ま
れ

の
江
戸
落
語
家

数
人

に

つ
い
て
、
録
音
資
料

に
現
れ
た
東
京
方
言

の

二

特
徴
を
紹
介
す
る
。

演
者
は
言
語
形
成
期
の
、
凡
そ
五
歳
か
ら
十
五
歳

を
幕
末
か
ら
明
治
初
期
に
過
ご
し
、
旧
市
内
で
生
育

し
た
東
京
方
言
話
者
で
あ
る
b
録
音
は

『落
語
名
高

席
全
集
』

(
日
本

コ
卩
ム
ビ

ア
)
収

録

の
も

の
だ
が
、

コ
ロ
ム
ビ

ア
の
前
身

で
あ

る
日
米
蓄

音
器
商
会
時
代

に
吹
き
込

ま
れ
た
も

の
等
も
あ

る
。
演
者
、
題

目
等

は
次

の
よ
う

で
あ

る
。

(演
者

・
出
生
年

・
生
育
地

・

演

目

・
収
録

時
期
)

A

初
代

三
遊

亭

円
遊

嘉
永

2
年

(
一
八
四
九
)

小
石
川
小

日
向
水
道
町

『太
鼓

の
当
込
』
収
録
明
治

36
年
以
降

a

五
代

目
三
桝
家
小
勝

安
政

5
年

(
一
八
五
八
)

麻
布

『区
画
整

理
』
収
録
昭
和

4

璃

『米
屋

の
腹

切
り
』
収
録
時
期

不
明

C

初
代

三
遊
亭

円
右
万
延

元
年

(
一
八
六
〇
)
出

生
地

不
明

『鍋
草

履
』

・
大
正

13
年

1
月
発
売

D

三
代

目
蝶
花

楼
馬
楽

元
治

元
年

(
一
八

六
四
)

芝

『長
屋

の
花

見
』

収
録
明
治

42
年

頃

E

三
代

目
柳
家

小
さ

ん

安
政

3
年

(
一
八
五

六
)

一
ッ
橋
藩
士

の
子
と
し

て
出
生

『粗
忽

長
屋
』
収
録

時
期
不
明

(
以
下
、
演
目

は
A
B
C
で
略
記

し
、

音
韻
特
徴

の
部
分

は
片
仮
名

で
表

す
。
)

音
韻
的
特
徴

と
し

て
江
戸

・
東
京
方

言

で
、

よ
く

い
わ
れ

る
も

の
に
は

「
ヒ
」
が

「
シ
」

に
発
音
さ
れ

易

い
傾
向
が
挙
げ

ら
れ

る
が
、
録
音

で
聞
く
限
り

で

は
、

ほ
ぼ

そ

の
区
別
が

な

さ
れ

て

い
る
。
「
ヒ
」
が

「
シ
」

に
な

っ
て

い
た

の
は
圖

「
飲

ん
だ

日

(
シ
)

に
ゃ
あ
」
「
指

と
指
が

引

(
シ
)

っ
か
か

っ
て
」
や

一26一



C

の

「
力

あ

る
人

(
シ
ト
)
」
他

2
語

に
留

ま
り
、

一
個

人

の
中

で
も
、
「
ヒ
ト
」

と

「
シ
ト
」
が
現

れ

た
り

(
B
)

と
、

ゆ
れ
が
見
ら
れ

た
。

調
査
し

た
録
音
資
料

中

「
ヒ
」
が

「
シ
」

に
な
り

三

易

い
13
語

(
延

べ
70
語
)

に
限

っ
て
も

そ

の
九
割
が

　

適

正

に
区

別
さ

れ

て

い
で
、

『浮

世
風

呂
』

や

『和

五

英
語

林
集
成
』

に
見

ら
れ
る

よ
う

な
混

同

の
様
子

は

観
察

で
き
な

い
。
文
化

六
年
刊

の
三
笑
亭

可
楽

『し

ん
さ
く
落
と

し
は
な
し
』

に
は

「
四
百
貸

せ
、
四
百

貸

せ
と
浮

か
は
ね

へ
船

幽
霊

の
や
う

に
」

と
啖
呵
を

し

ひ

切

る
場

面
が

あ

る
が
、

こ
れ

は

「
四

百
」

と

「
柄

杓
」

を
掛
け

た
地

口
が
効

果
を
上
げ

て
い
る
わ
け

で
、

江

戸
庶

民

に

「
「
ヒ
」
と

「
シ
」

は
混

同

し
易

い
」

こ
と

の
共
通
認
識
が

な
く

て
は
、
成
り
立

た
な

い
笑

い

で
あ

る
。
昭

和

五
十

年
代

に
調
査

が

な

さ
れ

た

『東
京

都
言
語

地
図
蛾

で
も
、

明
治
末

か

ら
大
正

期

出
生

の
老
年
層

の

「
ヒ
」

を

「
シ
」
と
発
音

す
る

こ

と
が
多

く
報
告
さ
れ

て

い
る
が
、
本
調
査

で
は
こ

の

傾
向
が

予
想
し

た
以
上

に
少
な

か

っ
た
。

こ
れ
は
、
録
音

し
た
落

語
家

の
生
育
地
が
麻
布

・

芝

・
小
石
川
と
旧
市
内

で
も
、
山

の
手

に
位
置

す
る

者
が
多

か

っ
た

こ
と
が

一
因

で
あ
ろ
う
。

旧
市

十
五

区

の
内

、
所
謂
下
町

の
日
本
橋

・
神

田

・
本
所

・
深

川

等

の
出

身

者

に

は
修

正

が

難

し

い

「
ヒ
」

↓

「
シ
」
・も
、
こ
れ

ら
山

の
手
出
身

の
落

語

家

に
は
、

録

音
収
録
と
言
う
改

ま
り

の
場

に
お
い
て
は
、
修

正

が

可
能

で
あ

っ
た
と
考

え
ら
れ

る
。

一
ッ
橋
藩

士

の

子
で
あ

っ
た
三
代

目
柳
家

小
さ

ん
の
よ
う

な
特

殊
例

は
除

い
て
も
、
幕
末

か
ら
明
治
期
、
そ

の
修

正
力

の

有
無

は
、
教
育
効
果

と
共

に
、
地
域
差

に
大
き

く
影

響

さ
れ

て
い
た
こ
と
が
推
測

さ
れ

る
。

こ
れ
は
、

録

音
資
料

か
ら
確
認

さ
れ
得

る
こ
と

の

一
つ
で
あ

る
。

水

道

貧

乏

ま

た
、
A

の

「
ス
イ
ド
」
、

D

の

「
ピ

ン
ボ
神
」

な
ど
本
来

は
長
音

で
発
音

さ
れ
る
も

の
が
、
短

く
発

音

さ
れ
て

い
る
例

や
島

の

「発

端

(剥

ッ
タ

ン
)
」
、

　

　

同

B

の

「
舎

利
骨

(
シ
ャ
リ

ッ
コ
ツ
)
」
前
述

小

さ

ん
E

の

「浮

名

(
ウ
キ

ナ
)
」
等
、
今

と

は
違

う
古

い
ア
ク

セ
ン
ト
も
聞
く

こ
と
が

出
来

る
。
「
味
噌
津
」

「
味
噌

吸

い
物

」
(
C
)
等
、
現
代

で
は
殆
ど
死
語
化

し
て

い
る
と
思
わ
れ

る
語
が

ご
く
普
通

の
語

と
し
て

多
用

さ
れ

て
い
る
こ
と

な
ど
、
報
告

す

べ
き

こ
と
は

多

い
が

、
録
音
資
料
を
通

し
て
垣
間
見

る
こ
と

の
出

来

た
幕
末

か
ら
明
治
初
期

の
江
戸

・
東
京
方
言

の

一

端

を
紹
介

す
る

に
留

め
る
。

一

清

水
康
行

「
快
楽

亭
ブ

ラ

ッ
ク
と
平

円
盤

初
吹

込
」

『
国
文
鶴

見
』
16

一
九

八

一
、
「
二
十
世
紀
早

期

の
演
説

レ

コ
ー
ド
資
料

群

に
聴

く

合
拗

音

の
発

音
」

『名
古
屋

大
学
国
語
国
文
』

64

一
九
八
九
他

二

東
京

語

の
音

声
、

ア
ク
せ

ソ
ト

の
特

徴

と
変
容

〆

に

つ
い
て
は
秋
永

一
枝

『東
京
弁

ア
ク
セ
ソ
ト
の
変

容
』

一
九
九

一
に
詳
述
が
あ

る
。

ひ
と

三

一
拍
語

の

「
日
」
「
火
」
、
語

頭

の

「
人
」
コ

」

「
低

い
」

や
、

既

に
出
現
が
報
告

さ
れ

て
い
る

「
広
」

「
百
」
等

の
語
、

13
話

8
人

か
ら
得

た
も

の
を
対
象

と

し
た
。

四

式

亭

三

馬

(文

化

六
)

二
編

上

「
ま

だ

ま

ア

「
し

や
く

に
ん
し
」

ト
は

い
で
頼

母

し

い
ナ
」

と
上

方
女
が
江
戸

の
ヒ
↓

シ
を
揶
揄
す

る
場

面
が

あ

る
。

五

J

・
C

・
ヘ
ボ

ソ

(一
Q。
○◎
①
)
序

文

「
方

言
」
「
三

は

ω三

と
な

り
、
例
え
ば

馘
び
碧
三

(
火
鉢
)

は

ωぼ
び
9。
〇
三
:
:
:
と
発
音

さ
れ
る
。
」

六

昭
和

61
年

9
月
発
行

東
京
都
教
育

委
員

会

*
本
文
中

に
引
用

し
な

か

っ
た
調
査

テ
キ

ス
ト
は
以

下

で
あ

る
。

A
円
遊

『野
ざ
ら

し
』
C
円
右

『
三
人
旅
』
/

D
馬

楽

『
長
屋

の
花

見
』
(
別

話
)
/
E

小

さ

ん

『う

ど

ん
や
』
/
F
柳
家
小

せ
ん

『専
売
芸
者
』

明
治

一
六

年

(
一
八
八

三
)
生
/

G
四
代
目
橘
家
円
喬

『
二
人

ぐ
せ
』
慶
応
元
年

(
一
八
六

五
)
本
所
松
坂

町
生
/

H

四
代

目
橘

家

円
蔵

『吉

原

ぞ

め
き
』

明
治

元

年

(
一
八
六

八
)
浅
草
柳
原

生
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